
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
　

第
三
十
六
號
　

平
成
三
十
一
年
（
二
〇
一
九
）
　

三
月
　

拔
刷

大
　

場
　

一
　

央

『
學
制
略
說
』
に
見
る
會
澤
正
志
齋
の
治
敎
一
致
論



東
洋
の
思
想
と
宗
敎　

第
三
十
六
號

（ 40 ）

　
　
　

一
、
問
題
の
所
在

　

會
澤
正
志
齋
（
一
七
八
二
～
一
八
六
三
）
の
思
想
を
硏
究
す
る
際
に
避

け
て
は
通
れ
な
い
の
が
、
弘
衟
館
に
於
け
る
敎
學
の
實
際
で
あ
る
。
と

い
う
の
も
、「
學
問
事
業
の
一
致
」
を
說
く
會
澤
が
、
實
踐
者
と
し
て

携
わ
っ
た
の
は
、
總
敎
（
敎
授
頭
取
）
と
し
て
の
弘
衟
館
創
設
で
あ
り
、

「
實
學
」
や
「
學
問
事
業
の
一
致
」
と
い
っ
た
會
澤
の
決
ま
り
文
句
が
、

彼
の
中
で
ど
の
よ
う
に
想
定
さ
れ
て
い
た
か
は
、
彼
の
具
體
的
な
「
事

業
」
を
見
な
く
て
は
、量
り
よ
う
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、『
新
論
』

で
展
開
さ
れ
た
、
國
體
論
を
最
大
の
特
徵
と
す
る
會
澤
で
は
あ
る
が
、

各
テ
ー
マ
別
に
著
さ
れ
た
著
作
を
槪
觀
し
て
み
る
と
、『
退
⻝
閒
話
』、

『
洙
泗
敎
學
解
』、『
學
制
略
說
』、『
泮
林
好
音
』、『
乁
門
遺
範
』
な
ど
、

敎
學
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
著
作
が
數
多
く
存
在
し
、
敎
學
に
比
重
を

置
い
て
い
た
こ
と
は
容
易
に
看
取
で
き
る
。
し
た
が
っ
て
、
會
澤
の
敎

學
理
念
と
實
際
と
の
距
離
を
計
測
す
る
こ
と
は
、
そ
の
他
の
テ
ー
マ
の

議
論
が
、
ど
の
程
度
現
實
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
た
か
を

豫
測
す
る
、
重
要
な
作
業
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　

筆
者
は
既
に
、『
退
⻝
閒
話
』
に
よ
っ
て
敎
學
理
念
を
、『
洙
泗
敎
學

解
』、『
讀
論
日
札
』
な
ど
に
よ
っ
て
、
經
學
に
よ
る
敎
學
理
念
の
裏
付

け
を
考
察
し
て
き
た
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
敎
學
理
念
に
つ
い
て
述

べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
が
現
實
に
如
何
な
る
⺇
構
の
下
に
實
踐

さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
、『
學
制
略
說
』、『
泮
林

好
音
』
な
ど
を
檢
證
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
こ
う
し
た
雙
方
向
か
ら
の

檢
證
を
經
な
く
て
は
、
會
澤
の
敎
學
に
ま
つ
わ
る
思
想
を
明
ら
か
に
す
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る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
は
『
學
制
略
說
』、『
泮
林
好
音
』
を
通
じ
て

こ
の
作
業
を
行
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
本
書
が
選
擇
さ
れ
た
理
由
と

し
て
は
、『
學
制
略
說
』、『
泮
林
好
音
』
は
そ
れ
ぞ
れ
、
敎
育
⺇
構
に

つ
い
て
の
原
論
と
、
實
際
の
弘
衟
館
に
つ
い
て
の
⺇
構
と
を
述
べ
た
書

物
で
あ
る
か
ら
、
兩
書
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
會
澤
が
敎
育
⺇

構
の
何
を
重
視
し
、
實
際
に
ど
の
よ
う
に
實
現
し
た
の
か
が
分
か
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
は
弘
衟
館
創
設
に
あ
た
り
、
會

澤
が
週
到
に
準
備
を
進
め
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
共
に
、
今
日
の
硏
究

に
と
っ
て
も
大
變
有
益
な
⺇
會
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
先
行
硏

究
を
調
べ
て
み
て
も
、
こ
こ
に
註
目
し
た
硏
究
は
非
常
に
少
な
い
。
そ

の
理
由
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
は
、
敎
育
⺇
構
に
關
す
る
經
書
の
裏
付

け
が
、『
週
禮
（
週
官
）』
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
起
因
す
る
。

　

會
澤
の
敎
育
⺇
構
の
議
論
と
『
週
禮
』
と
の
關
係
が
密
接
で
あ
る
こ

と
は
週
知
に
屬
す
る
こ
と
で
あ
り
、
今
更
論
を
俟
た
な
い
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
著
さ
れ
た
會
澤
の
『
讀
週
官
』
は
、
今
井
宇
三
郞
氏
の
硏
究
に

よ
っ
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、基
本
テ
ー
マ
が「
內
政
軍
令
一
致
」の
思
想
、

す
な
わ
ち
、
恆
久
的
な
防
衞
力
を
持
つ
國
家
⺇
構
に
議
論
の
焦
點
が
あ

る
の
で
あ
っ
て
、
必
ず
し
も
敎
育
を
中
心
テ
ー
マ
と
す
る
も
の
で
は
な

い（
１
）。

つ
ま
り
、『
洙
泗
敎
學
解
』
や
『
讀
論
日
札
』
が
『
論
語
』
に
よ

っ
て
敎
學
理
念
を
裏
付
け
し
た
よ
う
な
、
單
線
的
な
論
理
の
つ
な
が
り

を
持
た
ず
、
甯
ろ
、
國
家
⺇
構
の
議
論
に
入
り
込
む
形
で
、
敎
育
⺇
構

の
議
論
も
さ
れ
て
い
る
と
い
う
、
複
線
的
な
形
式
に
な
っ
て
お
り
、
硏

究
者
と
し
て
は
、
あ
く
ま
で
も
『
週
禮
』
の
議
論
全
體
に
沿
い
、
國
家

⺇
構
全
體
の
中
で
敎
育
⺇
構
に
つ
い
て
分
析
を
進
め
る
べ
き
か
、
そ
れ

と
も
敎
育
⺇
構
に
絞
っ
て
分
析
す
べ
き
か
、
頭
を
惱
ま
せ
る
こ
と
に
な

る
の
で
あ
る
。『
週
禮
』に
基
づ
く
會
澤
の
國
家
⺇
構
を
槪
說
す
る
と
、

國
家
の
行
政
單
位
を
「
六
鄕
」（
首
都
圈
）
と
「
六
遂
」（
近
郊
）
と
に
大

別
し
、
首
都
圈
に
は
大
臣
・
官
吏
で
も
あ
り
軍
人
・
兵
卒
で
も
あ
る
「
卿

大
夫
士
」
と
「
民
」
が
居
住
し
、
近
郊
に
は
そ
れ
以
外
の
農
工
商
で
あ

る
「
氓
」
が
居
住
す
る
。
そ
し
て
、
一
鄕
に
は
一
二
五
〇
〇
家
が
居
住

し
て
鄕
大
夫
の
支
配
を
受
け
る
こ
と
と
し
、
さ
ら
に
こ
れ
を
細
分
化
し

て「
州
」（
二
五
〇
〇
家　

州
長
が
支
配
）

「
黨
」（　
五
〇
〇
家　

黨
正
が
支
配
）

「
族
」（　
一
〇
〇
家　

族
師
が
支
配
）

「
閭
」（　
　

二
五
家　

閭
胥
が
支
配
）

「
比
」（　
　
　

五
家　

比
長
が
支
配
）

に
枝
分
か
れ
さ
せ
る
。
さ
か
の
ぼ
る
と
五
比
（
二
五
家
）
は
「
閭
」、
四

閭
（
一
〇
〇
家
）
は
「
族
」･･･

と
い
っ
た
具
合
に
積
み
上
が
っ
て
い
き
、
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鄕
（
一
二
五
〇
〇
家
）
と
な
っ
て
、
都
市
圈
が
誕
生
す
る
。
こ
れ
が
六
鄕

（
七
二
五
〇
〇
家
）
に
な
っ
て
宮
城
を
圍
み
、
か
く
て
首
都
圈
が
誕
生
す

る
。
鄕
に
居
住
す
る
士
民
は
、
平
時
に
は
官
吏
と
し
て
政
治
業
務
を
行

う
。
戰
時
に
は
各
行
政
單
位
が
そ
の
ま
ま
ス
ラ
イ
ド
し
、
各
家
一
名
が

出
征
し
て
「
軍
（
一
二
五
〇
〇
名
・
軍
將
が
指
揮
）」
が
編
成
さ
れ
、

「
師
」（
二
五
〇
〇
名　

師
帥
が
指
揮
）

「
旅
」（　
五
〇
〇
名　

旅
帥
が
指
揮
）

「
卒
」（　
一
〇
〇
名　

卒
長
が
指
揮
）

「
兩
」（　
　

二
五
名　

兩
司
馬
が
指
揮
）

「
伍
」（　
　
　

五
名　

伍
長
が
指
揮
）

に
細
分
化
し
て
い
く
。
こ
れ
も
「
伍
」
か
ら
「
軍
」
ま
で
積
み
上
が
っ

て
い
く
こ
と
は
同
じ
で
あ
り
、
州
長
は
師
帥
に
、
黨
正
は
旅
帥
に
ス
ラ

イ
ド
す
る
よ
う
に
、
政
治
⺇
構
上
の
支
配
系
統
が
そ
の
ま
ま
軍
令
上
の

指
揮
系
統
に
ス
ラ
イ
ド
す
る
。
か
く
て
六
軍（
七
二
五
〇
〇
名
・
王
が
指
揮
）

が
完
成
す
る
。
遂
も
ま
た
、
同
樣
に
六
遂
で
七
二
五
〇
〇
家
と
な
る
よ

う
に
區
分
け
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
農
工
商
の
行
政
單
位

で
あ
る
た
め
、
軍
令
組
織
に
移
行
す
る
こ
と
は
な
く
、
戰
時
に
は
輸
卒

や
土
木
作
業
員
と
し
て
徵
用
さ
れ
る
に
止
ま
る
。
か
く
て
內
政
軍
令
一

致
の
體
制
は
實
現
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は「
軍
令
を
內
政
に
寓
す
る
」

と
言
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
關
心
は
「
鄕
」
す
な
わ
ち
、
政
治
家
と

し
て
、ま
た
軍
人
と
し
て
働
く
士
大
夫
層
（
武
士
）
に
置
か
れ
て
い
る
。

そ
し
て
ま
た
、
こ
の
鄕
の
中
で
は
軍
事
以
外
に
も
「
五
禮
」（
吉
禮
・
凶

禮
・
軍
禮
・
賓
禮
・
嘉
禮
）
に
よ
る
政
治
上
・
生
活
上
の
規
定
が
な
さ
れ
、

國
民
は
精
神
的
・
物
理
的
に
總
動
員
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
言
わ
ば
、

近
代
以
前
で
は
あ
ま
り
類
を
見
な
い
規
模
で
の
、
國
家
總
動
員
體
制
が

企
圖
さ
れ
て
い
た
譯
で
あ
る
が
、
そ
の
中
に
敎
育
⺇
構
が
組
み
込
ま
れ

る
と
い
う
こ
と
は
、
當
然
、
こ
う
し
た
國
家
總
動
員
體
制
と
い
う
目
的

に
沿
う
內
容
と
な
る
は
ず
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
敎
育
⺇
構
だ
け
の

分
析
に
止
め
る
こ
と
を
躊
躇
さ
せ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

　

た
だ
、
も
う
一
つ
の
事
實
と
し
て
、
敎
育
⺇
構
に
つ
い
て
の
議
論
は
、

『
讀
週
官
』
で
も
『
週
禮
』
に
沿
っ
た
形
で
「
地
官
司
徒
」
で
完
結
し

て
お
り
、
さ
ら
に
そ
れ
は
『
學
制
略
說
』
と
『
下
學
邇
言
』「
論
學
」

第
一
條
・
同
三
條
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
論
旨
が
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

註
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
前
述
の
「
內
政
軍
令
一
致
」

の
議
論
が
『
下
學
邇
言
』「
論
禮
」
等
に
展
開
さ
れ
、
敎
育
⺇
構
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
た
『
下
學
邇
言
』「
論
學
」
と
は
場
所
を
異
に
し
て
い

る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
敎
育
⺇
構
と
國
家
⺇
構
と
の
議
論
は

分
離
可
能
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
、『
學
制
略
說
』が
そ
も
そ
も『
讀

週
官
』
よ
り
も
二
十
年
以
上
早
く
先
に
成
立
し
て
お
り（

２
）、

甯
ろ
『
學
制

略
說
』
か
ら
『
讀
週
官
』
に
議
論
が
導
入
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
し
て
、
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會
澤
は
敎
育
⺇
構
が
こ
う
し
た
國
家
⺇
構
の
一
部
を
構
成
す
る
も
の
と

し
つ
つ
、
ま
た
同
時
に
敎
育
⺇
構
の
み
で
論
點
を
整
理
し
た
が
っ
て
い

た
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
、『
學
制
略
說
』
と
『
泮
林
好
音
』
を
中
心

に
そ
の
敎
育
⺇
構
を
整
理
し
つ
つ
、
こ
れ
が
弘
衟
館
創
設
で
ど
の
程
度

實
現
さ
れ
た
か
を
觀
察
し
、
會
澤
の
敎
學
思
想
の
一
端
を
見
て
い
き
た

い
と
思
う（

３
）。

　
　
　

二
、
敎
學
關
係
の
著
作
と
弘
衟
館

　
『
學
制
略
說
』
と
『
泮
林
好
音
』
を
檢
討
す
る
前
に
、
弘
衟
館
と
敎

學
關
係
の
著
作
と
の
關
係
に
つ
い
て
ま
と
め
て
お
き
た
い
。
會
澤
が
敎

學
關
係
の
著
作
を
著
し
た
の
は
、
早
く
て
『
學
制
略
說
』
の
天
保
元
年

（
一
八
三
〇
年
・
四
九
歲
）
邊
り
、
遲
く
て
『
乁
門
遺
範
』
の
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
年
・
六
九
歲
）
で
あ
り
、
そ
の
閒
に
、「
學
問
所
建
設
意
見
書

稿
」（
五
〇
歲
）、「
諸
家
學
規
」（
五
三
歲
）、『
退
⻝
閒
話
』（
六
一
歲
）、

『
洙
泗
敎
學
解
』（
六
二
歲
）、『
讀
論
日
札
』『
下
學
邇
言
』（
六
六
歲
）、『
泮

林
好
音
』（
六
七
歲
）な
ど
が
入
る（

４
）。『
讀
週
官
』は
安
政
元
年（
一
八
五
四
年
・

七
三
歲
）
の
時
の
著
作
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の
通
り
國
家
⺇
構
を

說
い
た
も
の
な
の
で
入
れ
な
い
。

　

會
澤
が
本
格
的
に
執
筆
活
動
を
開
始
す
る
の
は
、
文
政
八
年
（
一
八

二
五
年
・
四
四
歲
）
の
『
新
論
』
な
の
で
、
そ
こ
か
ら
文
久
二
年
（
一
八

六
二
年
・
八
一
歲
）
の
「
時
務
策
」
ま
で
、
お
お
よ
そ
三
十
七
年
閒
の
執

筆
活
動
の
內
、
實
に
約
二
十
年
閒
を
敎
學
關
係
に
割
い
て
い
る
こ
と
と

な
る
。
尤
も
、
そ
の
閒
他
の
テ
ー
マ
の
著
作
も
も
の
し
て
い
る
た
め
、

二
十
年
閒
を
ま
る
ま
る
割
い
た
譯
で
は
な
い
が
、
そ
れ
で
も
敎
學
關
係

に
最
も
力
を
入
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　

そ
し
て
こ
れ
に
會
澤
の
賞
罰
と
、
弘
衟
館
の
創
設
と
を
重
ね
合
わ
せ

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

天
保
元
年
（
一
八
三
〇
年
）『
學
制
略
說
』。

同　

二
年
（
一
八
三
一
年
）「
學
問
所
建
設
意
見
書
稿
」。

同　

五
年
（
一
八
三
四
年
）
德
川
齊
昭
、
學
校
建
設
計
畫
を
發
表
。「
諸

家
學
規
」。

同　

六
年
（
一
八
三
五
年
）
德
川
齊
昭
、
學
校
建
設
を
政
府
に
諮
問
。

同　

九
年
（
一
八
三
八
年
）
德
川
齊
昭
、「
弘
衟
館
記
」。

同　

十
年
（
一
八
三
九
年
）
學
校
御
造
營
掛
。

同
十
一
年
（
一
八
四
〇
年
）
小
姓
頭

弘
衟
館
敎
授
頭
取
（
總
敎
・
督
學
）

就
任
。

同
十
二
年
（
一
八
四
一
年
）
弘
衟
館
假
開
館
式
。

同
十
三
年
（
一
八
四
二
年
）『
退
⻝
閒
話
』。

同
十
四
年
（
一
八
四
三
年
）「
洙
泗
敎
學
解
」。
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弘
化
元
年
（
一
八
四
四
年
）
甲
辰
の
變
。
致
仕
謹
愼
。

同　

三
年
（
一
八
四
六
年
）
蟄
居
。
後
に
屛
居
。

同　

四
年
（
一
八
四
七
年
）
謹
愼
解
除
。『
下
學
邇
言
』、『
讀
論
日
札
』。

嘉
永
元
年
（
一
八
四
八
年
）『
泮
林
好
音
』。

同　

三
年
（
一
八
五
〇
年
）『
乁
門
遺
範
』。

同　

六
年
（
一
八
五
三
年
）
黑
船
來
航
。
敎
職
復
歸
。

安
政
二
年
（
一
八
五
五
年
）
小
姓
頭

敎
授
頭
取
就
任
。
新
番
頭
列
に

昇
進
。
將
軍
德
川
家
定
に
講
經
。

同　

四
年
（
一
八
五
七
年
）
弘
衟
館
本
開
館
式
。
學
規
諸
則
定
ま
る
。

　

弘
衟
館
の
假
開
館
式
か
ら
本
開
館
式
ま
で
は
十
六
年
開
い
て
い
る

が
、
こ
れ
は
祭
政
一
致
を
標
榜
す
る
水
戶
學
に
と
っ
て
は
主
要
な
施
設

と
な
る
、
鹿
島
神
社
と
孔
子
廟
と
が
安
政
四
年
ま
で
未
完
成
だ
っ
た
た

め
、
名
目
上
「
假
・
本
」
と
し
た
に
過
ぎ
な
い（

５
）。

そ
う
す
る
と
、
實
質

的
な
開
校
で
あ
る
天
保
十
二
年
の
假
開
館
ま
で
は
敎
育
⺇
構
に
つ
い
て

著
し
、
開
校
後
は
敎
學
理
念
に
つ
い
て
著
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

ま
た
、
弘
化
甲
辰
の
變
で
蟄
居
し
て
い
る
最
中
に
、
會
澤
思
想
を
體
系

化
し
た
『
下
學
邇
言
』
を
構
想
し
て
い
た
こ
と
か
ら
も
、
蟄
居
中
は
甯

ろ
再
起
を
期
し
て
敎
學
思
想
の
最
終
的
な
體
系
化
が
行
わ
れ
、
嘉
永
元

年
に
『
泮
林
好
音
』
を
著
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
弘
衟
館
に
於
い

て
敎
育
⺇
構
の
徹
底
し
た
實
現
を
圖
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
。
そ
の
後
は
「
銃
陣
論
」、「
禦
侮
策
」（
一
八
五
五
年
・
七
四
歲
）

の
よ
う
な
軍
事
・
外
交
論
、
そ
し
て
安
政
五
年
の
戊
午
の
密
敕
事
件

（
一
八
五
八
年
・
七
七
歲
）
邊
り
か
ら
、
國
學
批
判
に
註
力
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。
こ
の
年
代
確
認
に
よ
っ
て
、會
澤
の
敎
學
關
係
の
著
作
が
、

德
川
齊
昭
の
天
保
改
革
と
リ
ン
ク
し
て
、
あ
る
い
は
現
實
の
要
請
に
應

じ
て
、
あ
る
い
は
現
實
の
改
革
を
リ
ー
ド
す
る
形
で
著
さ
れ
た
こ
と
が

分
か
り
、
ま
た
『
學
制
略
說
』
と
『
泮
林
好
音
』
と
が
、
弘
衟
館
假
開

館
を
挾
ん
で
首
尾
を
な
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、『
學
制
略
說
』
が
敎
育

⺇
構
の
原
論
で
あ
り
、『
泮
林
好
音
』
が
實
際
の
施
策
案
で
あ
る
こ
と

が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

　　
　
　

三
、
德
行
衟
藝
と
十
二
敎

　

前
述
の
通
り
、『
學
制
略
說
』
は
『
週
禮
』「
地
官
司
徒
」
を
基
と
し

た
、
敎
育
⺇
構
に
つ
い
て
の
著
作
で
あ
る
。
だ
が
、
こ
れ
は
註
釋
書
と

し
て
逐
條
的
に
議
論
を
進
め
る
よ
う
な
體
裁
で
は
な
く
、
敎
育
⺇
構
に

つ
い
て
說
か
れ
た
箇
所
を
摘
出
し
、
構
造
を
ま
と
め
て
い
く
と
い
う
體

裁
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
文
字
や
文
章
の
解
釋
に
獨
自
性
を

發
揮
す
る
よ
う
な
議
論
は
な
く
、
甯
ろ
『
週
禮
』
に
し
か
說
か
れ
な
い

「
六
德
」「
六
行
」
な
ど
は
「
忠
信
」
や
「
孝
」
な
ど
、
儒
敎
で
は
定
番

と
な
る
德
行
に
あ
っ
さ
り
書
き
換
え
ら
れ
る（

６
）。
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そ
の
構
造
で
あ
る
が
、會
澤
は「
總
論
」、「
門
闈
之
學
」、「
次
舍
之
學
」、

「
鄕
學
」、「
大
學
」
に
分
け
て
章
立
て
し
、「
總
論
」
で
敎
育
⺇
構
全
體

の
解
說
を
、
以
下
身
分
ご
と
の
敎
育
⺇
構
に
つ
い
て
解
說
し
て
い
く
。

　

總
論
で
は
ま
ず
、
封
建
制
の
國
家
こ
そ
學
校
が
必
要
だ
と
說
く
。

學
を
設
く
る
に
、
封
建
の
世
と
郡
縣
の
世
と
の
差
別
心
得
あ
る
べ

し
。
郡
縣
の
世
に
は
、
士
大
夫
世
祿
に
非
る
故
、
人
材
を
下
よ
り

拔
擢
す
る
こ
と
自
由
な
り
。
依
て
貴
游
子
弟
を
敎
る
と
云
こ
と
も

な
け
れ
ば
、
學
制
も
疎
に
し
て
多
く
は
文
具
の
み
に
な
る
こ
と
な

り
。
封
建
の
世
に
も
俊
才
の
も
の
は
何
方
よ
り
も
拔
擢
す
る
こ
と

な
れ
ど
も
、
大
夫
に
大
夫
の
祿
あ
り
、
士
に
士
の
祿
あ
り
て
、
多

く
は
世
祿
の
人
を
用
ゆ
る
こ
と
な
れ
ば
、
敎
養
の
法
詳
密
な
ら
ざ

る
と
き
は
、
士
大
夫
の
子
孫
皆
驕
慢
に
な
り
て
用
ゆ
べ
き
人
な
き

に
至
る
こ
と
必
然
の
勢
な
り
。

　

郡
縣
制
の
よ
う
な
名
目
上
は
一
君
萬
民
が
逹
成
さ
れ
て
い
る
國
で
あ

れ
ば
、
科
擧
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
個
人
で
學
問
す
れ
ば

良
い
の
だ
が
、
封
建
制
の
よ
う
な
身
分
が
階
層
化
し
て
い
る
國
で
は
、

學
校
で
き
ち
ん
と
「
士
大
夫
の
子
孫
」
を
敎
育
し
な
け
れ
ば
、
身
分
と

職
責
と
が
分
離
し
て
し
ま
い
、
無
用
の
人
材
で
あ
ふ
れ
て
し
ま
う
。
つ

ま
り
、
學
校
と
は
、
封
建
制
安
定
の
爲
の
施
設
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る（

７
）。

し
た
が
っ
て
會
澤
は
後
段
で
、
學
校
敎
育
の
對
𧰼
を
士
大
夫
層

（
武
士
）
に
限
定
す
る（

８
）。

　

續
け
て
「
治
敎
一
致
」
が
說
か
れ
る
。

　
　

一
人
に
衟
を
敎
る
こ
と
學
校
に
て
書
を
讀
せ
、
武
藝
を
習
は
す
る

ば
か
り
を
敎
と
思
ふ
は
大
い
な
る
誤
也
。
敎
法
の
原
は
人
君
の
躬

行
と
政
治
の
得
失
と
に
あ
る
こ
と
に
て
、
人
君
衟
を
信
ず
る
こ
と

厚
く
、
治
と
敎
と
一
致
に
す
る
に
非
れ
ば
、
行
れ
ざ
る
こ
と
な
り
。

政
治
の
原
は
衟
德
仁
義
を
以
て
其
の
根
本
と
す
る
こ
と
な
る
ゆ

へ
、
爲
政
以
德
と
云
こ
と
な
れ
ど
も
、
人
君
衟
を
信
ず
る
こ
と
厚

か
ら
ざ
れ
ば
、
時
世
の
習
俗
に
牽
か
れ
、
目
前
の
小
利
害
に
拘
り
、

胥
吏
の
苟
且
の
說
、
胸
中
に
主
と
な
り
、
其
の
中
に
小
々
の
善
政

あ
り
と
も
、
以
經
術
潤
色
吏
事
と
云
や
ふ
な
る
こ
と
に
て
、
經
術

と
吏
事
と
の
本
末
顚
倒
す
る
ゆ
へ
、
譬
ば
胥
吏
を
宰
相
に
し
て
圣

賢
を
小
役
人
に
し
た
る
姿
に
な
り
、
圣
賢
の
衟
も
吏
事
に
抑
へ
ら

れ
て
行
は
れ
ず
、
政
治
は
政
治
、
敎
衟
は
敎
衟
と
二
つ
に
な
り
て

衟
を
ば
學
た
り
と
も
當
世
の
用
に
は
立
ぬ
も
の
と
人
人
心
得
る
ゆ

へ
、
い
か
程
學
校
を
立
て
ゝ
學
文
武
藝
を
敎
へ
た
り
と
も
文
具
の

み
に
て
世
の
益
に
は
な
ら
ざ
る
也
。
故
に
古
は
治
と
敎
と
一
に
し
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て
、
政
治
は
衟
德
仁
義
を
本
と
し
、
敎
法
は
政
治
を
羽
翼
と
し
て
、

賞
罰
豫
奪
、
盡
く
圣
賢
の
意
に
本
づ
き
、
風
俗
を
磨
勵
し
、
學
校

に
て
賢
能
を
仕
立
て
ゝ
、直
に
是
を
擧
げ
て
今
日
の
用
を
な
す
故
、

人
々
實
學
實
行
を
務
て
、
人
才
も
成
就
す
る
こ
と
な
り
。
是
學
を

建
て
敎
を
設
る
大
眼
目
な
り
。

　

會
澤
は
、
敎
育
や
學
問
を
政
治
か
ら
分
離
す
る
こ
と
を
否
定
す
る
。

甯
ろ
、
政
治
を
惡
く
し
て
い
る
の
は
、
目
前
の
小
利
害
に
と
ら
わ
れ
、

經
濟
や
法
律
な
ど
を
い
じ
く
り
囘
し
て
彌
縫
的
に
安
定
さ
せ
よ
う
と
す

る
、
小
手
先
の
技
術
に
據
っ
た
「
胥
吏
」
だ
と
考
え
て
い
た
。
そ
う
で

は
な
く
て
、
政
治
と
は
「
衟
德
仁
義
」
や
「
圣
賢
の
意
」
の
よ
う
な
、

一
貫
し
た
價
値
觀
の
下
に
指
導
さ
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
ま
た
、
學
校
と

は
そ
の
よ
う
な
「
衟
德
仁
義
」
や
「
圣
賢
の
意
」
に
よ
っ
て
、
政
治
を

指
導
す
る
こ
と
が
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
場
だ
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
で
は
、
具
體
的
に
そ
の
よ
う
な
人
材
は
ど
の
よ
う
に
育
成
さ
れ
る

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
續
け
て
會
澤
は
、
古
の
敎
法
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
說
く
。

古
の
敎
法
は
德
行
衟
藝
と
二
つ
に
分
て
敎
る
こ
と
に
て
、
又
德
と

行
と
藝
と
の
三
つ
を
鄕
三
物
と
云
。
德
と
は
知
仁
圣
義
忠
和
の
六

德
な
り
。
行
と
は
孝
友
睦
婣
任
恤
の
六
行
な
り
。
此
二
を
合
て
德

行
と
云
。
藝
と
は
禮
樂
射
御
書
數
の
六
藝
な
り
。
六
藝
に
は
夫
々

の
藝
に
付
て
、
各
衟
あ
る
こ
と
な
れ
ば
、
藝
ば
か
り
學
び
て
も
其

衟
を
知
ら
ざ
れ
ば
、
只
藝
者
と
云
者
に
な
り
て
其
用
を
な
さ
ず
。

（
中
略
）
藝
に
は
必
其
衟
を
敎
る
こ
と
な
り
。是
を
合
て
衟
藝
と
云
。

德
行
の
修
り
た
る
人
を
賢
者
と
し
、
衟
藝
に
熟
し
た
る
人
を
能
者

と
す
。
賓
輿
の
禮
あ
り
て
賢
能
を
擧
げ
、
賢
者
を
ば
頭
役
と
す
。

（
中
略
）
能
者
を
ば
役
人
と
し
て
、官
府
の
事
を
治
め
し
む
。（
中
略
）

德
行
衟
藝
の
成
就
し
た
る
を
ば
此
の
如
く
こ
れ
を
用
る
爲
に
、
今

日
の
政
事
に
用
ゆ
べ
き
人
を
下
拵
へ
を
し
、
皆
其
實
事
に
就
て
こ

れ
を
敎
る
こ
と
な
れ
ば
、
後
世
な
ど
の
空
言
を
以
て
敎
と
す
る
も

の
ゝ
如
き
に
は
非
る
な
り
。

　

六
德
、
六
行
、
六
藝
が
擧
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
六
德
、
六
行
そ
れ
ぞ

れ
の
內
容
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ほ
ど
深
い
意
味
は
な
い
。
問
題
は
、
德

行
が
備
わ
っ
た
「
賢
者
」
と
、衟
藝
が
備
わ
っ
た
「
能
者
」
と
が
い
て
、

テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
的
な
能
者
の
上
に
、
德
行
が
備
わ
っ
た
賢
者
と
い
う

存
在
が
い
る
と
い
う
構
圖
で
あ
る
。
こ
の
賢
者
が
何
者
で
あ
る
か
は
後

に
囘
す
と
し
て
、
會
澤
は
さ
ら
に
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立
敎
の
大
綱
は
五
敎
と
も
五
典
と
も
云
て
、
父
子
・
君
臣
・
夫
婦
・

長
幼
・
朋
友
の
衟
に
し
て
、人
倫
を
明
に
す
る
こ
と
其
の
大
本
な
り
。

と
す
る
。
つ
ま
り
、「
衟
」
と
言
わ
れ
る
も
の
は
五
倫
の
衟
で
あ
り
、

目
先
の
利
害
に
と
ら
わ
れ
ず
、
人
倫
（
人
閒
關
係
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
る

社
會
）
を
秩
序
づ
け
る
よ
う
な
政
策
を
立
案
・
施
行
で
き
る
技
術
者
を

「
能
者
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
圣
賢
の
意
」「
衟
德
仁
義
」
に

よ
っ
て
政
治
を
指
導
す
る
と
い
う
構
圖
と
同
じ
で
あ
り
、要
す
る
に「
圣

賢
の
意
」「
衟
德
仁
義
」
と
は
「
衟
」
に
他
な
ら
ず
、
會
澤
が
「
五
倫

の
衟
」
に
よ
る
社
會
の
秩
序
化
を
企
圖
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

る（
９
）。

　

こ
の
よ
う
に
、
衟
に
よ
る
社
會
の
秩
序
化
こ
そ
が
、
敎
育
の
大
本
で

あ
る
と
す
る
會
澤
は
、
そ
の
具
體
的
方
法
と
し
て
『
週
禮
』
の
「
十
有

二
敎
」
を
提
示
す
る
。
箇
條
書
き
に
す
る
と
①
「
以
祀
敎
敬
則
民
不
苟
」

②
「
以
陽
禮
敎
讓
則
民
不
爭
」
③
「
以
陰
禮
敎

則
民
不
怨
」
④
「
以

樂
禮
敎
和
則
民
不
乖
」
⑤
「
以
儀
弁
等
則
民
不
越
」
⑥
「
以
俗
敎
安
則

民
不
偸
」
⑦
「
以
刑
敎
中
則
民
虣
」
⑧
「
以
誓
敎
恤
則
民
不
怠
」
⑨
「
以

度
敎
節
則
民
知
足
」
⑩
「
以
世
事
敎
能
則
民
不
失
職
」
⑪
「
以
賢
制
爵

則
民
愼
德
」
⑫
「
以
庸
制
祿
則
民
興
功
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず

れ
も
國
民
生
活
の
指
導
を
通
じ
て
、
民
に
衟
（
五
倫
の
衟
）
を
染
み
こ

ま
せ
よ
う
と
す
る
こ
と
に
目
的
が
あ
っ
て
、
前
述
の
敎
育
を
受
け
た
士

大
夫
層
は
こ
れ
ら
十
二
敎
を
時
宜
に
适
っ
た
政
策
に
飜
案
し
、
施
行
す

る
側
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
祭
祀
に
よ
る
民
心
の
統
一
、
職
業
分
配
に

よ
る
生
活
の
安
定
の
他
、
富
裕
層
の
抑
制
、
一
般
國
民
の
生
活
モ
デ
ル

提
示
、
結
婚
の
保
證
な
ど
、
お
し
な
べ
て
强
力
な
統
制
政
治
を
志
向
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
政
策
の
中
に
「
衟
（
こ
こ
で
は
敬
・
讓
・
・
和
・
等
・

安
・
中
・
恤
・
節
・
能
な
ど
。
結
局
は
人
倫
の
衟
で
あ
る
こ
と
に
變
わ
り
な
い
）」

が
含
ま
れ
て
い
る
と
す
る
會
澤
か
ら
す
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が
「
衟
德
仁

義
」
や
「
圣
賢
の
意
」
に
よ
る
治
敎
一
致
だ
と
考
え
る
の
で
、
小
手
先

の
技
術
と
は
異
な
る
、
と
考
え
る
。
そ
の
他
、
士
大
夫
の
子
弟
で
德
行

衟
藝
に
背
く
者
や
怠
惰
な
者
に
對
す
る
刑
罰
（
八
刑
）、
そ
れ
を
チ
ェ
ッ

ク
す
る
監
察
官
（
司
救
）
の
設
置
、
强
制
收
容
所
（
圜
土
・
嘉
石
）
で
の

勞
働
從
事
を
以
て
敎
育
は
完
備
さ
れ
る
と
し（

（1
（

、
最
後
に

こ
の
十
二
の
敎
あ
り
て
民
を
鼓
舞
作
興
す
る
ゆ
へ
五
典
の
敎
も
行

は
る
ゝ
也
。
是
等
の
事
も
な
く
し
て
學
校
に
て
講
釋
を
し
、
武
藝

を
習
し
た
る
の
み
に
て
、
敎
の
行
る
ゝ
者
と
思
ふ
は
、
誠
に
兒
戲

と
云
べ
き
也
。

と
締
め
く
く
る
。
た
だ
、
こ
こ
で
疑
問
と
な
る
の
が
、
十
二
敎
は
あ
く
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ま
で
政
治
に
よ
る
國
民
敎
化
で
あ
っ
て
敎
育
の
對
𧰼
は
士
民
で
あ
り
、

そ
れ
ま
で
語
ら
れ
て
い
た
士
大
夫
層
へ
の
學
校
敎
育
と
は
そ
も
そ
も
次

元
が
異
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
封
建
制
國
家
で
は

學
校
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
德
行
衟
藝
を
敎
え
る
と
言
っ
た
は
ず
が
、

す
ぐ
後
ろ
で
突
如
國
民
敎
化
の
話
を
し
だ
し
、「
學
校
に
て
講
釋
を
し

･･･

誠
に
兒
戲
と
云
べ
き
」
と
は
一
體
ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

　
　
　

四
、
各
階
層
ご
と
の
敎
育
と
治
敎
一
致

　

こ
の
疑
問
に
答
え
る
の
が
、
各
階
層
ご
と
の
敎
育
で
あ
る
。
總
論
に

續
け
て
展
開
さ
れ
る
「
門
闈
」「
次
舍
」「
鄕
學
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
王

の
子
弟
と
公
卿
大
夫
の
子
弟
、
士
の
諸
子
、
士
民
を
敎
育
す
る
場
を
指

す
。
以
下
、
そ
れ
ら
を
見
て
い
き
た
い
。

　

ま
ず
門
闈
の
學
だ
が
、
こ
れ
は
王
宮
の
虎
門
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。

王
宮
は
外
朝
・
治
朝
・
虎
門
・
內
朝
・
王
闈
と
い
う
建
物
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
て
お
り
、
外
朝
は
外
交
儀
禮
や
訴
訟
、
治
朝
は
群
臣
の
謁
見
や

諸
官
府
の
決
裁
、
內
朝
は
公
卿
大
夫
に
よ
る
朝
議
、
門
闈
は
後
宮
で
あ

る
。
虎
門
は
內
朝
と
治
朝
の
閒
を
仕
切
る
門
で
、
門
側
の
部
屋
が
學
校

と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
に
集
め
ら
れ
た
王
と
公
卿
大
夫
と
の
子
弟
ら
は

今
の
大
臣
の
子
弟
を
小
姓
と
し
て
君
側
に
昵
近
す
る
が
如
し
。（
中

略
）
古
は
王
と
王
の
子
弟
と
の
學
問
の
相
手
に
出
て
、
少
小
よ
り

王
の
手
元
に
て
其
の
材
を
養
ひ
立
て
、
其
學
問
と
云
ひ
德
行
衟
藝

の
實
用
を
敎
へ
、
御
用
の
見
習
を
も
さ
す
る
な
り
。

と
い
う
よ
う
に
、
政
治
の
現
場
を
見
學
す
る
こ
と
と
な
る
。
彼
ら
の
師

と
な
る
の
が
「
師
氏
」
で
あ
る
。

師
氏
の
職
は
、
掌
以
微
詔
王
と
て
、
善
衟
を
以
て
王
に
吿
る
役
な

り
。
依
て
三
德
三
行
を
以
て
國
子
に
敎
へ
、
其
德
行
を
成
就
す
る

な
り
。
虎
門
の
左
に
居
て
王
朝
を
掌
り
、
王
の
內
朝
へ
⺇
密
の
御

用
を
伺
ひ
に
出
る
も
の
ゝ
指
引
を
す
る
也
。
其
外
凡
そ
祭
祀
・
賓

客
・
會
同
・
喪
紀
・
軍
旅
に
も
王
の
出
る
時
は
是
に
從
ひ
、
王
の

治
を
聽
く
時
も
こ
れ
に
從
ふ
役
な
れ
ば
、
政
事
の
善
惡
も
盡
く
知

り
た
る
上
に
て
、
善
衟
を
王
に
告
げ
、
又
國
子
に
敎
る
に
も
德
行

を
以
て
敎
へ
た
る
上
に
、
掌
國
中
失
之
事
以
敎
國
子
弟
と
て
、
政

事
の
得
失
世
閒
の
善
惡
を
も
云
聽
せ
て
、
大
臣
の
子
弟
に
政
事
を

見
習
は
し
む
る
な
り
。

　

師
氏
は
、
王
の
側
近
と
し
て
朝
議
や
⺇
密
會
議
に
も
參
列
し
、
王
の

相
談
役
と
な
る
。
そ
し
て
、
そ
の
內
容
を
敎
材
と
し
て
子
弟
た
ち
に
敎
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え
、
三
德
・
三
行
を
成
就
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
三
德
・
三
行
と
は

三
德
の
一
に
は
至
德
以
爲
衟
本
と
て
、
至
德
は
至
德
し
た
る
德
な

り
。
至
德
と
云
は
安
排
布
置
を
も
借
ら
ず
し
て
、
自
然
に
備
り
た

る
眞
實
無
僞
の
德
な
り
。
こ
の
德
あ
る
と
き
は
、
忠
信
之
人
可
以

學
禮
と
云
る
が
如
く
、
衟
を
學
ぶ
の
根
本
と
な
る
也
。
二
に
は
敏

德
以
爲
行
本
と
て
、
敏
捷
に
し
て
怠
慢
の
氣
な
く
、
萬
事
に
さ
と

き
こ
と
百
行
の
本
と
な
る
な
り
。
三
に
は
孝
德
以
知
逆
惡
と
て
、

孝
は
父
母
に
順
な
る
の
衟
な
れ
ば
、
孝
德
を
定
規
に
し
て
見
る
時

は
、
其
人
は
順
善
な
る
か
逆
惡
な
る
か
を
知
る
こ
と
也
。
又
三
行

と
云
は
、
一
に
は
孝
行
以

父
母
な
り
。
二
に
は
友
行
以
尊
賢
良

な
り
。
三
に
は
順
行
以
事
師
長
な
り
。（
中
略
）
行
本
あ
り
て
德
と

行
と
一
致
に
な
り
、
衟
本
あ
り
て
德
行
と
衟
藝
と
一
致
に
な
る
。

と
い
う
よ
う
に
、至
德
（
忠
信
）、敏
德
（
敏
捷
）、孝
德
（
從
順
）
で
あ
り
、

素
直
で
果
敢
に
取
り
組
み
、
む
や
み
に
反
抗
し
な
い
と
い
っ
た
德
と
、

・
友
・
師
と
の
付
き
合
い
を
大
事
に
す
る
行
で
あ
る
。

　

ま
た
、
同
じ
く
門
闈
で
敎
え
る
師
に
「
保
氏
」
が
い
る
。

保
氏
の
職
は
掌
諫
王
惡
と
て
、
王
に
過
失
あ
る
と
き
は
是
を
諫
る

役
な
り
。
師
氏
と
仝
く
祭
祀
・
賓
客
・
會
仝
・
喪
紀
・
軍
旅
ま
た

王
の
治
を
聽
く
時
も
皆
こ
れ
に
從
て
、
聽
治
の
上
に
過
失
あ
れ
ば

こ
れ
を
諫
め
、
又
使
其
屬
守
王
闈
と
て
、
闈
は
官
中
の
巷
門
な
れ

ば
、
中
奧
よ
り
大
奧
へ
の
入
口
を
保
氏
の
支
配
下
の
者
に
守
ら
す

る
な
り
。
人
君
の
政
事
に
惰
る
こ
と
多
く
は
後
宮
よ
り
生
ず
る
も

の
な
れ
ば
、
其
入
口
を
固
め
て
王
の
勤
惰
を
糺
察
し
、
過
あ
れ
ば

是
を
諫
む
。か
く
の
如
き
職
掌
に
し
て
國
子
に
衟
藝
を
敎
る
ゆ
へ
、

六
藝
六
儀
を
敎
る
も
、
皆
實
事
を
以
て
敎
る
こ
と
に
て
空
文
に
な

ら
ず
。
敎
へ
立
る
所
の
人
才
も
皆
實
用
を
な
す
こ
と
也
。

　

保
氏
も
師
氏
と
同
樣
側
近
で
あ
る
が
、こ
ち
ら
は
相
談
役
で
は
な
く
、

王
を
監
視
し
諫
言
す
る
。
特
に
配
下
の
者
を
使
っ
て
後
宮
を
取
り
締
ま

る
こ
と
で
、
風
紀
を
肅
正
す
る
こ
と
に
特
徵
が
あ
る
。
六
藝
六
儀
と
は

養
國
子
以
衟
敎
之
六
藝
と
て
、
禮
樂
射
御
書
數
を
敎
へ
、
又
敎
之

六
儀
と
て
、
祭
祀
・
賓
客
・
朝
廷
・
喪
紀
・
軍
旅
・
車
馬
の
六
の

坐
作
進
退
の
容
儀
を
敎
る
な
り
。
六
藝
六
儀
と
も
に
皆
衟
を
行
ふ

の
節
文
な
れ
ば
、
只
作
法
ば
か
り
に
な
り
て
は
役
に
立
た
ず
。
故

に
六
藝
六
儀
に
衟
を
寓
し
て
こ
れ
を
習
ふ
閒
に
自
然
に
衟
に
染
み

こ
む
や
う
に
仕
掛
る
也
。　
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と
い
う
こ
と
で
、
政
治
に
必
要
な
技
術
（
六
藝
）
と
朝
廷
內
の
各
種
儀

禮
（
六
儀
）
を
指
す
。
こ
れ
に
衟
が
組
み
込
ま
れ
る
こ
と
で
、
技
術
に

一
貫
し
た
價
値
觀
が
吹
き
込
ま
れ
、人
材
が
は
じ
め
て
使
い
物
に
な
る
。

そ
し
て師

氏
と
保
氏
と
職
を
分
て
德
行
を
敎
て
驕
慢
佚
樂
の
心
を
制
し
、

衟
藝
を
敎
て
實
用
に
施
さ
し
む
。
二
職
是
を
掌
り
て
其
材
を
成
就

す
。
是
門
闈
の
敎
法
の
眼
目
な
り
。

と
、
德
行
・
衟
藝
を
師
氏
・
保
氏
で
分
擔
し
て
敎
育
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
っ
き
り
し
た
こ
と
は
、
德
行
の
敎
育
と
は
「
人
格
敎
育
」
で

あ
り
、衟
藝
の
敎
育
と
は「
技
術
敎
育
」だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
勿
論
、

ど
ち
ら
も
人
格
敎
育
、
技
術
敎
育
を
含
ん
で
い
る
も
の
の
、
師
氏
の
敎

育
は
、
そ
の
職
掌
と
同
樣
、
純
粹
な
心
を
以
て
大
局
を
見
る
こ
と
を
敎

え
、
保
氏
の
敎
育
も
ま
た
そ
の
職
掌
と
同
樣
、
手
續
き
や
役
割
に
對
す

る
峻
嚴
さ
で
も
っ
て
⺇
關
を
保
守
す
る
こ
と
を
敎
え
て
い
る
。
こ
れ
は

先
程
の
「
賢
者
」
と
「
能
者
」
と
同
じ
で
あ
り
、「
賢
者
」
と
い
う
存
在
が
、

そ
の
高
い
人
格
に
よ
っ
て
國
家
の
大
局
を
見
通
し
、
王
の
側
近
と
し
て

國
家
を
導
く
こ
と
を
期
待
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
る
。

そ
の
他
、
再
び
司
救
ら
に
よ
る
監
察
や
懲
罰
、
强
制
收
容
所
の
話
が
出

て
い
る
が
、
新
た
に
「
司
諫
」
と
い
う
職
が
登
場
し
、
萬
民
の
德
行
衟

藝
を
吟
味
の
上
、
推
薦
す
る
と
し
て
い
る
。
司
救
や
司
諫
が
師
氏
・
保

氏
の
支
配
下
に
置
か
れ
た
理
由
を

一
に
は
國
中
の
賢
才
を
王
に
知
ら
せ
、
又
邪
惡
過
失
あ
り
て
風
俗

の
害
に
な
る
こ
と
を
も
知
ら
す
べ
き
な
り
。
二
に
は
右
の
事
を
國

子
に
も
知
ら
せ
、
勸
戒
に
も
な
し
又
他
日
重
役
に
な
り
て
も
人
物

を
熟
知
す
る
た
め
に
も
な
る
べ
し
。（
中
略
）
五
に
は
師
保
の
官
に

權
あ
る
故
、
敎
も
行
る
ゝ
勢
な
り
。

と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
政
治
の
現
場
に
常
に
居
合
わ
せ
、
そ
れ
を
敎

材
に
す
る
と
共
に
、
師
氏
・
保
氏
自
身
の
政
治
力
を
示
す
こ
と
で
、
學

生
に
强
い
說
得
力
、
感
化
力
を
持
た
せ
よ
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

續
い
て
次
舍
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
は
王
の
寢
殿
の
四
方
四
隅
を
宿
營

す
る
詰
所
と
宿
舍
を
指
す
。
士
の
子
弟
逹
は
「
冢
宰
」（
宰
相
）
の
管
轄

下
で
警
備
を
擔
當
し
、
宮
中
擔
當
の
官
僚
た
る
「
宮
正
」「
宮
伯
」
の

指
揮
を
受
け
、
詰
所
で
あ
れ
宿
舍
で
あ
れ
、
常
に
德
行
の
監
査
を
さ
れ

つ
つ
、
宮
中
業
務
を
通
じ
て
衟
藝
を
敎
え
ら
れ
る
。
門
闈
と
次
舍
ま
で

は
、い
わ
ゆ
る
「
士
大
夫
」（
武
士
）
と
考
え
て
良
い
。
こ
れ
と
は
別
に
、
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民
や
下
級
士
族
か
ら
の
登
用
を
見
越
し
た
敎
育
⺇
關
が
鄕
學
で
あ
る
。

　

鄕
學
は
前
述
の
各
行
政
區
分
（
鄕
・
州
・
黨
・
族
・
閭
・
比
）
ご
と
に

設
置
さ
れ
る
。

鄕
大
夫
よ
り
比
長
ま
で
皆
そ
の
組
下
の
治
敎
を
掌
る
。
其
學
生
家

塾
あ
り
て
鄕
閭
の
子
弟
を
敎
へ
（
割
註
略
）、一
黨
に
は
黨
庠
あ
り
、

黨
正
の
廳
に
し
て
（
割
註
略
）、
五
百
家
の
學
問
所
な
り
。
か
く
の

如
く
軍
律
を
以
て
組
分
を
し
た
る
上
に
て
、
其
組
々
に
學
問
あ
り

て
、
其
頭
敎
を
掌
り
、
學
問
の
吟
味
を
す
る
な
り
（
割
註
略
）。
鄕

閭
の
子
弟
の
勝
れ
た
る
者
は
、
黨
庠
へ
出
て
學
び
、
又
其
勝
れ
た

る
は
州
序
に
て
學
び
、
其
上
に
て
勝
れ
た
る
者
は
、
鄕
庠
へ
出
て
、

夫
よ
り
大
學
へ
擧
て
、
夫
々
に
取
立
る
こ
と
な
り
（
割
註
略
）。

　　

各
役
場
に
學
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
は
、
門
闈
と
同
じ
で
あ
る
。
そ

し
て
、
そ
の
敎
員
は
致
仕
し
た
士
大
夫
で
、
德
行
に
秀
で
た
「
師
」
と

衟
藝
に
秀
で
た
「
儒
」
が
當
た
る
。

第
三
に
師
以
賢
得
民
と
て
、
師
は
民
に
德
行
を
敎
る
故
、
そ
の
賢

な
る
を
以
て
民
心
を
得
る
所
よ
り
敎
の
本
立
つ
な
り
。
又
第
四
に

儒
以
衟
得
民
と
て
、
儒
と
は
衟
藝
を
敎
る
こ
と
持
前
な
る
故
、
禮

儀
に
習
ふ
と
か
、
音
樂
を
能
く
す
る
と
か
（
中
略
）
其
の
衟
藝
に

得
手
た
る
を
以
て
民
心
を
得
て
敎
る
な
り
。
か
や
う
に
民
を
得
る

所
と
今
日
の
政
事
と
兩
に
相
竝
ぶ
に
よ
り
て
、
此
の
方
の
敎
化
も

自
然
に
民
心
に
染
み
こ
む
こ
と
圣
人
の
妙
用
に
し
て
、
後
世
法
令

ば
か
り
に
て
民
を
治
る
も
の
と
心
得
た
る
も
の
ゝ
曉
ら
ざ
る
所
な

り
。
師
は
卽
ち
門
闈
に
師
氏
の
職
あ
る
が
如
く
德
行
を
敎
へ
、
儒

は
門
闈
に
保
氏
の
職
あ
る
が
如
く
衟
藝
を
敎
ゆ
。
何
れ
も
大
夫
士

の
德
行
衟
藝
あ
る
人
、
老
年
に
乁
び
致
仕
し
て
後
、
鄕
黨
の
子
弟

を
敎
へ
導
く
。
是
を
先
生
と
も
又
鄕
先
生
と
も
云
な
り
。

　

こ
の
よ
う
に
、
基
本
的
な
⺇
構
は
門
闈
と
同
樣
で
あ
り
、
役
場
の
す

ぐ
隣
で
德
行
・
衟
藝
に
秀
で
た
師
（
＝
賢
者
・
師
氏
）・
儒
（
＝
能
者
・
保
氏
）

に
よ
っ
て
指
導
を
受
け
て
、
實
地
に
政
治
に
關
わ
り
な
が
ら
學
ぶ
の
で

あ
る
が
、
門
闈
が
あ
く
ま
で
十
二
敎
を
施
行
し
な
が
ら
の
學
び
で
あ
る

の
に
對
し
、
鄕
學
で
學
ぶ
の
は
主
に
士
民
で
あ
っ
て
、
十
二
敎
を
施
行

さ
れ
な
が
ら
の
學
び
で
あ
る
こ
と
に
違
い
が
あ
る
。
こ
れ
に
續
け
て
各

行
政
區
分
で
は
先
の
十
二
敎
が
生
活
の
隅
々
で
行
わ
れ
、
そ
の
主
旨
を

各
長
が
讀
み
聞
か
せ
（
讀
法
）
て
い
く
內
に
、
普
段
の
生
活
を
着
實
に

實
踐
さ
せ
つ
つ
、
鄕
學
で
敎
わ
る
德
行
衟
藝
を
修
得
で
き
る
よ
う
敎
育

し
て
、
秀
で
た
士
民
を
選
拔
す
る
制
度
が
說
か
れ
て
い
る
。



東
洋
の
思
想
と
宗
敎　

第
三
十
六
號

（ 52 ）

此
の
如
く
頭
々
よ
り
は
法
を
讀
聽
せ
、
又
別
に
師
儒
あ
り
て
德
行

衟
藝
を
敎
へ
、
長
と
師
儒
と
相
互
に
持
合
て
、
人
材
を
仕
立
て
、

其
上
に
て
閭
胥
［
二
十
五
家
］
よ
り
は
組
下
の
中
、
敬
敏
任
恤
な

る
も
の
を
族
師
ま
で
書
出
し
、
族
師
［
百
家
］
よ
り
は
孝
弟
睦
婣

に
し
て
學
あ
る
も
の
を
黨
正
へ
書
出
し
、
黨
正
［
五
百
家
］
よ
り

は
德
行
衟
藝
あ
る
も
の
を
州
長
へ
書
出
し
、
州
長
［
二
千
五
百
家
］

は
其
組
下
の
德
行
衟
藝
を
吟
味
し
て
こ
れ
を
勸
め
、
過
惡
を
糾
し

て
こ
れ
を
戒
め
、
鄕
大
夫
［
萬
二
千
五
百
家
］
は
其
德
行
を
吟
味
し

て
賢
者
能
者
を
引
揚
げ
、そ
れ
に
取
立
る
な
り
。か
く
の
如
く
頭
々

よ
り
は
法
を
讀
聽
せ
、
師
儒
は
德
行
衟
藝
を
敎
へ
、
人
材
の
成
就

し
た
る
所
に
て
是
を
擧
用
る
ゆ
へ
、
敎
も
實
事
な
り
、
人
も
實
才

に
し
て
、
何
れ
も
實
用
を
な
す
こ
と
な
り
。　
　

　

こ
う
し
て
見
て
み
る
と
、
總
論
で
十
二
敎
が
說
か
れ
、
學
校
で
講
釋

す
る
こ
と
が
否
定
さ
れ
て
い
た
理
由
が
分
か
る
。
つ
ま
り
會
澤
は
、
政

治
の
現
場
に
居
合
わ
せ
、
政
策
の
決
定
、
政
治
家
の
言
動
な
ど
を
よ
く

觀
察
す
る
こ
と
が
學
び
で
あ
り
、
政
治
家
か
ら
直
接
そ
の
政
策
の
意
圖

や
技
術
、
心
構
え
や
行
動
の
仕
方
な
ど
を
敎
え
て
も
ら
う
こ
と
が
敎
育

だ
と
考
え
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、「
十
二
敎
」
の
施
行
や
實
踐
が
そ
の

ま
ま
敎
育
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
國
民
敎
化
は
同
時
に
爲
政
者
の
敎

育
の
場
と
も
な
り
、
ま
た
、
敎
化
を
受
け
た
士
民
が
そ
の
意
圖
を
よ
く

悟
り
、
今
度
は
自
ら
が
爲
政
者
と
し
て
敎
化
を
施
し
て
い
く
よ
う
に
導

く
こ
と
も
敎
育
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
統
治
者
と
被
統
治

者
と
の
境
界
が
敎
化
を
通
じ
て
ゆ
る
や
か
に
な
り
、
最
終
的
に
國
民
―

と
い
っ
て
も
士
大
夫
以
下
、
六
鄕
の
民
に
限
定
さ
れ
る
が
―
全
員
の
自

覺
と
、
爲
政
者
と
し
て
の
參
加
と
を
促
す
內
容
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ

る
。「
德
」
と
い
い
、「
衟
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
議
論
に
よ
っ
て
觀

念
的
に
措
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
現
實
社
會
に
お
け
る
人
の
ふ
る

ま
い
や
仕
事
に
立
ち
現
れ
、
不
斷
に
形
を
變
え
て
く
る
も
の
で
あ
る
か

ら
、
政
治
の
現
場
で
し
か
學
び
得
な
い
。
こ
れ
が
會
澤
の
企
圖
し
た
治

敎
一
致
の
基
本
構
造
で
あ
る
。

　

な
お
、
續
け
て
大
學
の
說
明
が
行
わ
れ
る
が
、
こ
こ
で
會
澤
は
大
學

を
「
大
禮
を
講
じ
大
に
合
樂
し
、
四
方
の
賢
俊
を
集
め
、
總
て
大
な
る

こ
と
に
用
る
た
め
に
場
所
を
も
ひ
ろ
く
拵
え
置
く
こ
と
な
り
」と
言
い
、

中
央
（
天
子
の
學
問
所
）、
東
（
武
藝
の
修
練
所
。
古
老
の
昔
語
り
を
聞
く
場

所
）、
南
（
音
樂
の
練
習
所
）、
西
（
先
賢
の
祭
祀
所
。
禮
を
學
ぶ
場
所
）、
北

（
讀
書
の
指
導
を
受
け
る
場
所
）
と
す
る
。
一
見
す
る
と
大
學
は
特
別
な
敎

育
⺇
關
に
見
え
る
が
そ
う
で
は
な
い
。
と
い
う
の
も
會
澤
自
身
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小
學
と
云
も
後
世
は
尙
書
大
傳
な
ど
の
文
に
泥
み
て
、
幼
童
の
學

問
所
と
心
得
、
小
學
の
敎
は
階
梯
に
し
て
、
眞
の
學
術
は
大
學
に

て
誠
意
・
正
心
等
の
事
を
說
聽
す
る
も
の
と
思
ふ
ゆ
へ
、
古
の
敎

法
を
失
た
る
也
。
古
の
小
學
は
門
闈
・
次
舍
・
鄕
學
な
ど
の
場
所

を
分
け
、
世
子
・
王
族
・
公
卿
大
夫
の
子
弟
な
ど
は
門
闈
に
て
學

び
、
士
の
子
弟
は
鄕
學
に
て
學
び
、
當
番
の
時
は
次
舍
に
て
學
ぶ

こ
と
に
て
、
幼
少
よ
り
壯
年
ま
で
小
學
に
て
學
ぶ
こ
と
易
る
こ
と

な
く
、
只
大
そ
う
な
る
こ
と
を
學
び
、
廣
く
四
方
の
人
と
交
る
べ

き
た
め
に
時
々
大
學
へ
も
出
る
こ
と
な
り
。　
　

と
言
っ
て
る
よ
う
に
、
大
學
の
「
大
」
と
は
、
大
規
模
な
儀
禮
や
、
大

が
か
り
な
施
設
を
備
え
た
、
と
い
う
よ
う
な
「
大
き
い
」
と
い
う
程
度

の
意
味
し
か
持
た
ず
、
中
心
は
あ
く
ま
で
門
闈
以
下
の
「
小
學
」
だ
か

ら
で
あ
る
。
甯
ろ
大
學
は
、
鄕
學
か
ら
推
擧
さ
れ
た
士
民
や
、
諸
侯
か

ら
推
薦
さ
れ
た
賢
者
を
招
き
、
こ
こ
で
再
度
人
物
選
考
を
經
た
後
に
任

官
し
た
り
、
あ
る
い
は
各
地
方
出
身
者
の
交
流
を
深
め
る
こ
と
で
、
廣

く
支
配
領
域
全
體
の
風
俗
人
情
を
知
る
た
め
の
場
と
し
て
設
定
さ
れ
て

い
る
所
に
特
徵
が
あ
る
。

　
　
　

五
、
弘
衟
館
に
お
け
る
治
敎
一
致

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
敎
育
⺇
構
に
關
す
る
會
澤
の
理
想
は
、

ど
の
よ
う
に
具
體
化
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。『
泮
林
好
音
』
を
見
て

み
る
と
、
ま
ず
弘
衟
館
の
閒
取
り
に
つ
い
て

社
廟
の
前
に
弘
衟
館
を
立
て
、
其
書
院
を
講
經
文
武
の
試
業
、
其

他
の
禮
事
都
て
重
立
た
る
事
に
用
ひ
、
其
奧
に
公
の
閒
燕
の
處
あ

り
。其
次
の
閒
と
旁
室
と
を
諸
公
子
の
讀
書
習
字
等
に
用
ひ
ら
る
。

館
の
左
を
文
學
の
所
と
す
。
寄
宿
寮
・
居
學
寮
・
講
習
寮
あ
り
。

諸
生
の
幼
少
の
者
、
各
其
師
の
家
塾
に
て
讀
書
習
字
せ
し
め
、
素

讀
終
り
て
文
義
精
通
す
る
者
は
、
講
習
寮
に
入
り
て
讀
書
す
。
就

中
稍
ゝ
增
進
す
る
者
は
居
學
寮
に
入
れ
、
猥
雜
な
ら
ざ
る
爲
に
一

室
を
授
け
て
閑
靜
に
し
て
、
心
を
潛
て
讀
書
せ
し
む
。
寄
宿
寮
に

一
室
を
授
け
て
居
宿
し
、
晝
夜
讀
書
習
字
を
勤
め
、
休
息
の
時
刻

に
は
卷
藁
木
馬
銃
炮
の
素
た
め
、
居
合
の
素
拔
、
槍
の
素
ご
き
、

樂
譜
の
唱
歌
、
或
は
甲
冑
を
着
、
軍
學
・
筑
城
・
算
術
・
天
文
・

詩
歌
、
其
人
の
好
に
從
ふ
。

と
、
書
院
を
中
心
に
、
奧
座
敷
、
中
奧
な
ど
が
配
列
さ
れ
、
左
の
文
館
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で
は
經
學
を
學
ぶ
者
の
爲
の
寄
宿
舍
が
存
在
す
る
。
そ
し
て
、

其
他
歌
衟
・
兵
學
・
軍
用
・
音
樂
・
諸
禮
等
の
局
あ
り
。
館
の
右

に
演
武
場
を
立
て
、
刀
槍
を
主
と
し
て
、
其
外
、
偃な

ぎ
な
た

月
刀
・
柄
太
刀
・

居
合
・
柔
術
等
各
一
區
を
授
く
。
其
南
に
觀
𧰼
臺
有
り
て
、
其
下

に
算
術
天
文
局
を
設
く
。
其
西
に
醫
學
館
・
本
草
局
あ
り
。
館
の

後
に
馬
場
あ
り
。
其
西
に
遠
射
又
は
諸
武
藝
の
合
演
、
銃
隊
の
敎

閱
、
陣
營
の
操
練
等
を
な
す
べ
き
爲
に
、
一
區
の
草
原
あ
り
。（
中

略
）
又
其
西
に
弓
銃
の
的
場
乁
び
騎
射
騎
炮
等
の
馬
場
あ
り
。

と
い
う
よ
う
に
、
軍
事
や
科
學
關
係
の
場
所
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
こ

れ
は
文
武
一
致
を
標
榜
す
る
水
戶
學
の
理
想
を
具
體
化
し
た
も
の
で
あ

り
、
一
見
す
る
と
門
闈
、
次
舍
、
鄕
學
に
は
對
應
し
て
い
な
い
よ
う
に

も
見
え
る
が
、
續
い
て
德
行
衟
藝
、
三
德
・
三
行
・
六
藝
、
師
氏
の

單
な
解
說
に
續
き
、

我
公
の
學
校
を
設
給
ひ
し
も
、
此
意
を
斟
酌
せ
ら
れ
、
御
座
所
の

次
に
諸
公
子
讀
書
習
字
等
の
席
あ
り
、
又
一
閒
を
廊
下
の
如
く
に

も
用
ひ
、

て
大
臣
子
弟
游
息
の
所
と
も
な
し
、
或
は
左
右
に
給

仕
し
警
衞
を

ね
、
會
集
し
て
讀
書
講
論
し
、
或
は
卷
藁
を
射
、

木
馬
に
乘
り
、
鐵
炮
の
素
た
め
、
居
合
を
拔
な
ど
、
鬱
氣
を
散
じ
、

藝
に
游
ぶ
の
處
と
し
、
側
に
督
學
乁
び
敎
職
の
詰
所
有
り
て
、
敎

導
す
べ
し
と
評
議
あ
り
。

 

と
言
う
。
門
闈
と
次
舍
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
續
い
て
、

又
政
敎
を
一
に
す
る
事
は
、
記
文
に
載
給
ひ
し
如
く
、
國
君

ら

治
敎
の
本
を
統
べ
、
君
師
の
天
職
を
治
め
給
ふ
。
依
て
學
館
に
公

の
御
座
所
あ
り
、
執
政
以
下
諸
有
司
の
席
あ
り
。
又
其
下
吏
書
記

等
の
局
局
も
あ
り
、
目
附
の
局
も
あ
り
て
、
一
月
六
次
出
仕
し
て

政
敎
の
事
を
處
分
せ
し
む
。督
學
の
職
を
始
て
命
ぜ
ら
れ
し
時
も
、

小
姓
頭
の
役
に
て
督
學
の
事
を
勤
む
べ
き
旨
命
ぜ
ら
れ
（
中
略
）

此
度
汝
等
を
小
姓
頭
に
申
付
け
た
る
事
は
、
其
職
に
權
勢
な
く
し

て
は
敎
も
尊
か
ら
ざ
る
故
、
淸
要
の
職
に
せ
し
な
り
。

と
こ
こ
で
政
務
が
執
り
行
わ
れ
る
旨
が
書
か
れ
、
督
學
が
小
姓
頭
と

任
で
あ
る
理
由
が
治
敎
一
致
に
あ
る
こ
と
が
明
か
さ
れ
る
。
ま
た
「
其

他
⺇
密
の
事
、
政
令
賞
罰
諸
士
の
黜
陟
等
の
類
、
政
府
よ
り
屡
々
詢
問

あ
り
」
と
言
う
こ
と
か
ら
、
督
學
は
全
く
師
氏
を
想
定
し
た
役
職
で
あ

る
こ
と
が
分
か
る
。
そ
し
て
、
學
生
の
立
場
に
應
じ
て
敎
育
內
容
が
異



『
學
制
略
說
』
に
見
る
會
澤
正
志
齋
の
治
敎
一
致
論
（
大
場
）

（ 55 ）

な
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

又
人
人
の
學
問
も
其
位
に
依
て
差
等
あ
る
べ
し
。
譬
へ
ば
平
士
の

心
掛
る
所
と
、
少
年
力
學
の
者
の
志
す
所
と
、
國
政
に
與
る
べ
き

人
と
は
各
差
別
あ
り
て
、
其
意
を
用
ふ
べ
き
所
各
ゝ
異
な
る
事
あ

る
故
、
經
史
を
講
論
す
る
も
亦
各
ゝ
其
人
の
位
に
因
り
て
講
師
の

心
得
あ
る
べ
し
。
譬
へ
ば
平
士
は
五
倫
の
大
意
を
曉
り
、
廉
恥
を

勵
し
躬
行
を
務
る
を
專
に
し
、少
年
の
力
學
に
は
孝
弟
を
本
と
し
、

俊
才
の
者
に
は
天
人
の
大
衟
を
知
り
て
圣
賢
の
深
意
を
會
得
し
、

古
今
の
治
亂
を
明
か
に
し
、
修
己
治
人
の
實
行
を
服
膺
し
、
實
才

を
養
ふ
を
主
と
し
、
國
政
に
與
る
人
は
治
敎
の
大
本
を
知
り
、
經

國
治
民
の
大
要
を
諭
り
、
制
度
・
法
制
・
政
刑
・
禁
令
の
是
非
得

失
を
審
に
し
、眼
前
の
實
事
に
施
す
べ
き
事
を
先
務
と
す
る
の
類
、

講
者
聽
者
各
ゝ
其
差
別
あ
る
べ
し
。

依
て
館
中
の
講
經
も
其
日
を
分
け
て
、
每
月
布
衣
よ
り
物
頭
乁
び

諸
役
人
に
至
る
ま
で
、
聽
講
の
日
三
度
、
居
學
生
聽
講
三
度
、
講

習
生
一
度
［
講
習
生
は
此
外
に
平
士
子
弟
の
日
に
も
出
席
通
計
三
度
な

り
］、
布
衣
物
頭
の
庶
子
、
平
士
の
子
弟
聽
講
二
度
、
平
士
の
聽

講
三
度
と
定
め
、
各
ゝ
其
日
を
異
に
し
、
布
衣
物
頭
等
又
は
居
學

生
な
ど
の
、
平
士
乁
び
其
子
弟
聽
講
の
日
に
も
出
席
す
る
事
、
其

好
に
任
す
べ
し
、
と
定
め
ら
る
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
地
位
・
職
責
や
才
能
に
應
じ
て
講
義
內
容
を
變
え
て
い

く
所
は
獨
創
的
だ
が
、
恐
ら
く
こ
れ
は
、
大
學
・
門
闈
・
次
舍
・
鄕
學

を
全
部
詰
め
込
ん
だ
結
果
で
あ
ろ
う
。
こ
の
他
、
優
秀
な
者
に
は
襃
賞

が
與
え
ら
れ
、
官
職
に
任
命
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
決
め
ら
れ
て
い
た

か
ら（

（1
（

、
鄕
學
に
よ
る
下
か
ら
の
人
材
補
充
も
取
り
入
れ
た
か
っ
た
と
思

わ
れ
る
。

　
『
泮
林
好
音
』
を
見
る
限
り
、
弘
衟
館
に
於
け
る
敎
育
事
業
で
も
、

政
廳
と
學
校
の
合
同
、
小
姓
頭
と
督
學
の

任
、
地
位
に
應
じ
た
敎
育

內
容
の
變
化
な
ど
、
治
敎
一
致
の
原
則
が
ほ
と
ん
ど
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
一
方
で
、『
學
制
略
說
』
で
は
ほ
と
ん
ど
問
題

に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
讀
書
な
ど
は
、
實
際
の
弘
衟
館
敎
育
の
根
幹
を

な
し
て
お
り
、
講
義
で
は
經
史
の
解
說
を
通
じ
て
政
策
や
心
構
え
な
ど

を
考
え
さ
せ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
實
踐
の
中
に
問
題

設
定
を
し
、
そ
の
解
決
を
求
め
る
よ
う
な
讀
み
方
を
推
奬
し
て
い
た
の

で
あ
っ
た（

（1
（

。

　

以
上
、『
學
制
略
說
』
と
『
泮
林
好
音
』
を
見
て
み
る
と
、
弘
衟
館

の
⺇
構
が
『
學
制
略
說
』
で
說
か
れ
た
敎
育
⺇
構
の
大
部
分
を
再
現
し
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よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
し
か
も
、『
學
制
略
說
』
で
は
大

學
以
下
、國
家
の
敎
育
⺇
關
を
複
數
設
置
し
て
い
た
の
が
、『
泮
林
好
音
』

で
は
弘
衟
館
に
詰
め
込
ま
れ
る
形
で
構
想
さ
れ
て
い
る
所
に
、
會
澤
の

工
夫
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
は
、
會
澤
正
志
齋
の

い
う
「
實
學
」
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
ま
ま
政
策
と
し
て
立
案
可
能
な

議
論
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
す
る
と
共
に
、
個
々
人
が
そ
の
政
策
に
込

め
ら
れ
た
「
衟
」
を
學
習
す
る
中
で
、
自
ら
の
取
り
組
ん
で
い
る
仕
事

の
目
的
や
、
そ
の
役
職
に
ふ
さ
わ
し
い
心
構
え
、
ふ
る
ま
い
と
言
っ
た

も
の
を
自
覺
し
つ
つ
、
新
た
な
事
業
を
創
造
し
、
自
ら
の
人
格
を
主
體

的
に
作
り
上
げ
て
い
く
た
め
の
學
び
と
し
て
設
定
さ
れ
た
、
個
人
の
あ

り
よ
う
を
問
う
て
く
る
學
問
で
あ
る
こ
と
も
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
會
澤
の
い
う
「
治
敎
一
致
」
と
は
、
單
に
政
治
と
敎
育
と
が
一

致
し
て
い
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
政
治
は
常
に
現
在
す
る
個
々
人
の

ふ
る
ま
い
、
仕
事
に
よ
っ
て
生
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
期
待
し
て
い
た

こ
と
、
す
な
わ
ち
國
民
の
自
覺
と
主
體
的
創
造
に
論
點
を
置
い
て
い
た

こ
と
を
確
認
し
て
本
稿
を
終
わ
り
に
し
た
い（

（1
（

。

【
註
釋
】

（
１
）　

以
下
、
會
澤
の
『
週
禮
』
に
基
づ
く
國
家
⺇
構
の
槪
說
は
、
今
井
宇

三
郞
「
水
戶
學
に
お
け
る
儒
敎
の
受
容
―
籘
田
幽
谷
・
會
澤
正
志
齋
を

主
と
し
て
―
」（『
水
戶
學
』・
岩
波
書
店
・
１
９
７
３
）
を
參
照
。

（
２
）　
『
學
制
略
說
』
と
「
學
問
所
建
設
意
見
書
稿
」
の
成
立
年
に
つ
い
て
は
、

瀨
谷
義
彥
『
會
澤
正
志
齋
』（
文
敎
書
院
・
１
９
４
２
）
で
推
定
さ
れ
た
、

天
保
元
年
、
同
二
年
說
を
踏
襲
す
る
。

（
３
）　

以
下
、『
學
制
略
說
』
は
、『
日
本
敎
育
史
資
料
』（
文
部
省
・
１
８

９
０
～
１
８
９
２
）
所
收
の
も
の
を
用
い
た
。
た
だ
、
こ
れ
は
現
存
最

古
の
資
料
で
あ
り
な
が
ら
誤
植
が
多
い
た
め
、『
水
戶
學
派
敎
育
學
選

集
』（
日
本
敎
育
文
庫
・
１
９
３
７
）
で
修
正
を
施
さ
れ
た
も
の
を
參

考
に
誤
植
を
再
度
修
正
し
た
他
、
句
讀
を
施
す
、
片
假
名
を
平
假
名
に

變
更
す
る
な
ど
、
适
宜
修
正
を
加
え
て
引
用
し
た
。『
泮
林
好
音
』、「
學

問
所
建
設
意
見
書
稿
」
は
前
揭
『
會
澤
正
志
齋
』、『
下
學
邇
言
』
は
會

澤
善
編
集
の
１
８
９
２
年
發
行
版
に
よ
る
。

（
４
）　

成
立
年
に
つ
い
て
は
前
揭
『
會
澤
正
志
齋
』
他
、
安
見
隆
雄
『
會
澤

正
志
齋
の
生
涯
』（
錦
正
社
・
２
０
１
６
）
に
よ
っ
た
。

（
５
）　
『
水
戶
藩
史
料
』（
吉
川
弘
文
館
・
１
９
１
５
）
他
、
前
揭
『
會
澤
正

志
齋
の
生
涯
』
に
よ
る
。

（
６
）　

後
段
引
用
の
三
德
・
三
行
が
良
い
例
。
な
お
こ
の
こ
と
は
、
會
澤
が

こ
う
し
た
德
行
を
實
踐
を
離
れ
て
觀
念
的
に
語
る
こ
と
を
拒
否
し
た
姿

勢
を
如
實
に
表
し
て
い
る
。

（
７
）　
「
封
建
の
世
は
士
大
夫
皆
世
祿
に
候
閒
、
郡
縣
の
世
に
人
材
を
自
由

に
拔
擢
候
時
と
違
ひ
、
厚
祿
の
子
弟
を
敎
育
致
し
候
事
專
務
に
御
坐
候
。

依
て
圣
堂
等
壯
麗
に
造
營
仕
り
候
儀
は
、
大
學
校
の
制
に
て
、
平
日
厚

祿
の
者
を
敎
候
と
は
次
第
も
違
候
閒
、
姑
く
指
置
き
、
古
圣
人
の
意
に
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本
づ
き
、
當
時
厚
祿
の
子
弟
を
敎
育
仕
候
儀
に
付
、
心
付
候
次
第
左
に

申
上
候
」（「
學
問
所
意
見
書
稿
」）、「
圣
人
學
校
を
建
て
、
人
才
を
養

は
れ
し
事
は
、
前
賢
の
論
に
詳
な
れ
ば
、
今
更
論
ず
る
に
乁
ば
ざ
れ
ど

も
、
其
先
務
と
す
る
所
封
建
の
世
と
郡
縣
の
制
と
の
差
別
あ
り
。
郡
縣

の
制
に
て
は
、
匹
夫
よ
り
起
て
宰
相
に
も
な
る
事
な
れ
ど
も
、
封
建
に

て
は
大
夫
士
皆
世
祿
に
て
、
賢
才
を
下
よ
り
擧
げ
る
事
容
易
な
ら
ず
」

（「
泮
林
好
音
」）。

（
８
）　
「
野
民
に
は
學
校
も
な
く
（
割
註
略
）、
官
長
も
田
野
の
事
を
治
る
の

み
に
て
、
敎
法
の
沙
汰
は
な
き
こ
と
也
。
士
農
工
商
各
々
專
業
あ
り
て
、

士
の
子
は
士
と
な
り
、
農
の
子
は
農
と
な
り
、
何
れ
も
其
業
を
專
に
勤

る
ゆ
へ
、
其
業
も
厚
く
な
る
こ
と
、
卽
ち
週
禮
に
以
世
事
敎
能
則
民
不

失
職
と
云
る
意
な
り
」（『
學
制
略
說
』）、「
夫
れ
圣
人
の
野
人
に
於
け

る
も
亦
、
豈
其
の
能
く
德
行
衟
藝
を
成
す
を
欲
せ
ざ
ら
ん
や
。
然
れ
ど

も
、
田
㽗
に
從
事
す
る
者
は
、
終
歲
力
を
勞
し
て
足
り
、
詳
密
繁
縟
の

敎
の
如
き
は
、
固
よ
り
之
を
責
む
る
所
に
非
ず
（
夫
圣
人
之
於
野
人
、

亦
豈
不
欲
其
能
成
德
行
衟
藝
哉
。
然
從
事
田
㽗
者
、
終
歲
勞
力
而
足
矣
、

而
如
詳
密
繁
縟
之
敎
、固
非
所
責
之
）」（『
下
學
邇
言
』）と
い
う
よ
う
に
、

會
澤
は
士
大
夫
層
（
武
士
）
以
外
の
國
民
に
對
す
る
學
校
敎
育
を
想
定

し
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
會
澤
の
敎
育
觀
と
は
異
な
り
、
籘
田
東
湖
は

甯
ろ
、
農
工
商
ら
の
潛
在
的
な
政
治
力
に
期
待
し
て
、
彼
ら
へ
の
敎
育

を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
『
後
期
水
戶
學
硏
究
序
說
―

明
治
維
新
史
の
再
檢
討
』（
本
邦
書
籍
・
１
９
８
６
年
）
他
、
吉
田
俊

純
氏
の
著
作
で
語
ら
れ
る
思
想
史
の
一
つ
の
重
要
な
論
點
で
あ
る
。

（
９
）　
「
敎
は
人
倫
を
明
ら
か
に
す
る
所
以
な
り
。
天
有
典
を
敍
し
て
圣
人

之
を
惇
く
す
。
天
有
禮
を
秩
し
て
圣
人
之
を
庸
ふ
。
父
子
の

、
君
臣

の
義
、
夫
婦
の
別
、
長
幼
の
序
、
朋
友
の
信
、
皆
之
を
禮
樂
に
寓
す
。

少
く
し
て
之
を
習
ひ
、
長
じ
て
之
を
行
ふ
。
民
を
軌
物
に
納
れ
、
英
才

を
敎
育
し
、
國
家
の
用
に
供
す
る
所
以
な
り
（
敎
者
所
以
明
人
倫
矣
。

天
敍
有
典
而
圣
人
惇
之
。
天
秩
有
禮
而
圣
人
庸
之
。
父
子
之

、
君
臣

之
義
、夫
婦
之
別
、長
幼
之
序
、朋
友
之
信
、皆
寓
之
禮
樂
。
少
而
習
之
、

長
而
行
之
。
所
以
納
民
於
軌
物
、而
敎
育
英
才
、供
國
家
之
用
矣
）」（『
下

學
邇
言
』）、「
人
の
禽
獸
に
異
な
る
は
、
人
倫
あ
る
を
以
て
な
り
。
圣

人
の
敎
は
人
倫
を
明
ら
か
に
す
る
を
以
て
旨
と
す
。
唐
虞
三
代
學
校
を

設
け
て
人
倫
を
明
か
に
し
、
人
才
を
敎
育
し
、
賢
能
を
擧
げ
て
治
敎
を

明
か
に
し
、
世
世
に
傳
へ
て
國
家
の
命
脉
を
長
久
な
ら
し
む
る
事
、
古

圣
人
の
要
務
な
り
」（
泮
林
好
音
）
と
い
う
よ
う
に
、後
期
に
な
る
ほ
ど
、

會
澤
は
「
衟
」
を
五
倫
に
寄
せ
て
說
明
す
る
よ
う
に
な
る
。
特
に
『
下

學
邇
言
』
は
「
論
衟
編
」
で
衟
に
つ
い
て
、
そ
の
世
界
觀
と
共
に
論
じ

て
い
る
た
め
、
滿
を
持
し
て
五
倫
の
衟
と
敎
と
を
つ
な
い
で
き
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
會
澤
が
五
倫
を
世
界
觀
の
根
幹
に
置
い
て
い
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、拙
稿
「「
弘
衟
館
記
」
を
め
ぐ
る
會
澤
正
志
齋
の
敎
學
理
念
」

（『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
第
二
十
九
號
・
２
０
１
２
）
參
照
。

（
10
）　
「
圜
土
」「
嘉
石
」
の
よ
う
な
强
制
收
容
所
の
設
置
に
つ
い
て
會
澤
は
、

賞
罰
を
嚴
正
に
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
の
だ
と
し
て
、
必
ず
し
も
そ

の
設
置
を
推
進
は
し
て
い
な
い
。『
下
學
邇
言
』
に
「
圜
土
・
嘉
石
は

良
法
と
雖
も
、
今
時
の
如
き
は
諸
を
雙
刀
を
帶
ぶ
者
に
施
す
べ
か
ら
ず
。
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但
其
の
意
の
如
き
は
則
ち
斟
酌
し
て
之
を
用
ふ
れ
ば
、
當
に
時
宜
に
适

ふ
者
あ
る
べ
し
。
凡
そ
圣
賢
の
法
は
其
の
意
美
と
雖
も
、
古
今
宜
し
き

を
異
に
す
。
其
の
跡
は
必
ず
し
も
泥
む
べ
か
ら
ず
。
其
の
意
は
則
ち
以

て
師
法
と
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
。
斟
酌
損
益
し
て
之
を
活
用
す
る
は
其
の

人
に
在
り
。
他
皆
之
に
倣
へ
（
圜
土
・
嘉
石
雖
良
法
、
如
今
時
不
可
施

諸
帶
雙
刀
者
。
但
如
其
意
則
斟
酌
用
之
、
當
有
适
時
宜
者
。
凡
圣
賢
之

法
、
其
意
雖
美
古
今
異
宜
。
其
跡
不
可
必
泥
。
其
意
則
不
可
以
不
師
法
。

斟
酌
損
益
活
用
之
在
其
人
。
他
皆
倣
之
）」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
の
制

度
の
趣
旨
を
活
か
し
、
如
何
に
現
在
の
制
度
と
し
て
創
造
で
き
る
か
を

問
題
に
す
る
。

（
11
）　
「
年
年
文
武
諸
生
の
性
行
・
才
藝
・
勤
惰
等
を
評
議
あ
り
て
、
學
業
・

藝
術
拔
群
な
る
者
に
は
、
修
行
料
と
し
て
、
年
年
銀
子
を
給
ひ
、
又
出

精
の
者
に
は
臨
時
に
銀
子
其
外
の
物
を
賜
て
、
一
時
の
賞
と
す
る
も
有

り
。
又
不
次
に
拔
擢
し
て
仕
途
に
召
出
さ
る
ゝ
も
あ
り
」。

（
12
）　
『
下
學
邇
言
』
で
も
『
論
語
』
先
進
篇
の
子
路
の
語
を
引
き
合
い
に

出
し
、「
若
し
民
人
社
稷
あ
り
、
必
ず
し
も
書
を
讀
ま
ず
と
謂
へ
ば
、

則
ち
佞
に
し
て
人
の
子
を
賊
ふ
と
爲
す
（
中
略
）
見
る
べ
し
、
敎
は
有

用
の
器
を
成
す
所
以
に
し
て
學
は
實
事
に
施
す
所
以
な
る
を
」
と
い
う

よ
う
な
の
が
そ
れ
で
あ
る
。

（
13
）　
『
學
制
略
說
』
は
「
其
風
土
人
情
に
稱
ひ
て
時
措
の
宜
を
得
る
と
得

ざ
る
と
は
其
人
に
あ
る
の
み
」
と
結
び
、
こ
れ
を
具
體
化
し
て
い
く
過

程
で
更
な
る
創
造
と
工
夫
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
强
調
し
て
い
る
。

實
際
、
弘
衟
館
の
敎
育
⺇
構
を
軌
衟
に
乘
せ
る
の
に
は
相
當
な
苦
勞
を

要
し
た
こ
と
は
、『
泮
林
好
音
』
の
隨
所
に
「
公
も
亦
籘
田
彪
等
と
評

議
あ
り
て
其
圖
を
定
給
ひ
、
土
木
の
功
も
此
意
味
を
以
て
大
半
成
就
せ

し
か
ど
も
、
其
事
は
諸
公
子
讀
書
習
字
、
大
臣
の
子
弟
も
出
仕
す
る
事

な
ど
少
ゝ
は
始
り
た
れ
ど
も
、
未
だ
全
く
施
行
す
る
に
乁
ば
ず
」、「
其

要
務
と
雖
も
未
だ
施
行
す
る
に
乁
ば
ざ
る
事
多
く
、
人
の
四
肢
備
れ
ど

も
未
だ
心
神
魂
氣
充
ざ
る
が
如
し
。
他
日
卓
識
の
賢
者
あ
り
て
深
遠
の

勢
意
を
推
廣
し
、
實
事
に
施
行
せ
ら
れ
ん
事
を
庶
⺇
ふ
の
み
」
な
ど
と

あ
る
こ
と
か
ら
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
問
題
に
對
處
す
る
た
め
、

石
河
明
善
ら
の
進
言
に
よ
り
「
弘
衟
館
學
則
」
を
規
定
す
る
作
業
が
あ

っ
た
點
に
つ
い
て
、
荒
川
紘
氏
が
詳
細
に
追
跡
し
て
お
り
參
考
と
な
る

（「
水
戶
學
の
思
想
と
敎
育
」（『
人
文
論
集
』・
靜
岡
大
學
人
文
學
部
・

２
０
０
３
）。
本
稿
は
、
會
澤
の
敎
育
⺇
構
に
對
す
る
著
述
を
治
敎
一

致
の
觀
點
か
ら
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
他
に
厚
祿
の
子
弟
逹
の
怠

惰
を
如
何
に
引
き
締
め
る
か
と
い
う
點
に
註
目
し
た
論
考
と
し
て
、
關

口
直
佑
「
會
澤
正
志
齋
の
敎
育
思
想
」（『
社
學
硏
論
集
』・
早
稻
田
大

學
社
會
科
學
硏
究
科
・
２
０
１
４
）
が
あ
る
。
こ
う
し
た
困
難
は
、
開

校
後
に
敎
學
理
念
の
著
述
が
多
く
な
る
こ
と
と
無
關
係
で
は
な
い
と
思

わ
れ
る
が
、
そ
の
分
析
に
つ
い
て
は
別
稿
に
讓
り
た
い
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉　

水
戶
學
、
會
澤
正
志
齋
、
日
本
思
想
、
近
世
儒
敎




